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清瀬市サッカー教室

▲

渡辺うめ（わたなべうめ）
明治40年3月青森県青森市
に生まれる。昭和2年に北海
道大学医学部附属病院看護
法講習課を卒業し、昭和10
年から東京市麻布区南山小
学校で学校看護師として勤
務を始める。昭和59年に、
兵庫県婦人手工芸展で「県知
事賞」を受賞。昭和60年に
は神戸、豊岡、八鹿で人形
展を開催し、平成5年にはア
メリカ・シアトルでも人形
展を開催した。90歳を過ぎ
てからも精力的に活動を続
け、平成26年9月、107歳で
逝去。

郷土博物館企画展

渡辺うめ人形展　あぜみちの

２月２日（土）～24日（日）午前9時～午後5時 郷土博物館 入場無料
4日㈪・12日㈫・18日㈪は休館 写真：斉藤茂雄

日本の古き良き原風景である農村やそこで働く人々……「心のふるさと」がここに

　郷土博物館では、3回目となる「渡辺うめ人
形展」を開催します。渡辺うめさんは、北海道
で看護師の資格を取り、働きながら人形制作を
していましたが、日本の古き良き時代の原風景
である農村風景や、そこで働く人々の営みが時
代とともに移り行くことに心を痛め、日本人の

「心のふるさと」とも言えるそのありのままの

姿を残すべく、75歳を過ぎてから驚異的な創
作意欲をもって農民人形の制作に取り組みまし
た。それらの作品は、農村の生活やそこでの村
人の姿、農具や民具そして農作業を助ける牛
などをリアルに徹し、本物そっくりに作り上げ
ています。

　そうした農民人形の世界に懐かしい故郷の原

風景を思い出す人、また、農村風景を知らない
人たちにも、日々の労働で肉体的また経済的に
も厳しい生活を送るなか、つかの間に訪れる安
らぎやくつろぎのひと時をとらえた人形たちの
温和な表情には、心が癒されることと思いま
す。年配者に限らず、若い年代の方たちにもご
鑑賞いただければ幸いです。皆さんのご来場を、
心よりお待ちしています。 
問郷土博物館☎042-493-8585

日本人の心のふるさとを残すために

つかの間の表情に見るやすらぎ

母の帰りを待つ宵（平成15年・96歳） 野良上り（平成2年・83歳）

ぶ
ら
ん
こ（
平
成
16
年
・
97
歳
）

　渡辺うめ氏の長女である石野眞菜氏が、実際
に見てきた作家の人形作りにかける思いや制作
のこだわりなど、家族にしか分からない、ここ
でしか聞けない秘話を織り交ぜながら語りま
す。先着30人。
日２月９日㈯午後２時～３時30分
場郷土博物館
申問２月１日から電話で郷土博物館☎042-493-
8585へ
※費用は無料。

農民人形に込めた思いと
制作へのこだわり

長女・石野眞菜氏が語る関 連
事 業

なでしこリーガーによる詩

　市では、平和祈念事業の企画・
実施について「清瀬市平和祈念展
等実行委員会」を設置し、市民の
皆さんと協働で取り組んでいま
す。平成31年度の平和祈念展を
開催するにあたり委員を募集しま
す。実行委員会では、毎年8月と
3月に行う『平和祈念フェスタin清
瀬』の、講演会・演奏会・報告会
・展示会などを企画・運営し、戦

争の悲惨さ、平和の大切さ、人命
の尊さを多くの方に伝え、あらた
めて平和について考えていただい
ています。

【応募資格】市内在住の方。定員
20人 申 問２月２８日 ま で に 電 話、
またははがき、ファクスに住所・
氏名・連絡先を記入し、企画課市
民協働係☎042-497-1803Ｆ042-
492-2415へ

清瀬市平和祈念展等実行委員会

平成31年度実行委員を募集します

　子どもたちの基礎体力やサッカ
ーの技術力向上、また地域のスポ
ーツ活動の促進を目的に、今年も

「なでしこリーガーによる清瀬市
サッカー教室」を開催します。教
室は、日テレ・ベレーザと、スフ
ィーダ世田谷FCの選手・コーチ
が指導を行います。
　また、子育て世代を対象に、ジ
ュニアサッカー選手のコンディシ
ョニングをテーマとした講習会

（講師は帝京平成大学　高橋仁教
授）も行います。ぜひ、ご参加く
ださい。
◆サッカー実技指導
対市内在住・在園・在学または清
瀬市体育協会に加盟しているチー
ムの▷幼児▷小学1・2・3年生男
子▷小学1・2・3年生女子▷小学
4・5・6年生男子▷小学４・５年生
女子▷小学６年生女子・中学生女
子。各部門定員35人（応募者多数
の場合は抽選） 日２月24日㈰午後1
時～3時（受け付けは正午～午後0
時40分）
場清瀬内山運動公園サッカー場
◆講習会
　定員60人日３月3日㈰午前10時
～正午 場生涯学習センター
申 問いずれも１月22日～31日の平
日午前8時30分～午後５時に、生
涯学習スポーツ課、児童センター
・各地域市民センター・コミュニ
ティプラザひまわり・市ホームペ
ージから入手できる参加申込承諾

書 に 必 要 事 項
を 記 入 し、 保
護 者 が 署 名・
捺印のうえ（講
習 会 を 希 望 す
る方は、別途専用の参加申込書に
必要事項を記入し）、直接生涯学
習スポーツ課☎042-495-7001へ
※抽選結果は、２月13日㈬の午後
2時から市ホームページで発表し
ます。

　サッカー教室当日、同会場
でスフィーダ世田谷FCとFC
十文字VENTUSが親善試合を
行う予定です。詳しくは市報
２月１日号でお知らせします。

 ◆なでしこリーガーの
    　　　試合を見よう！

　市では、保有資産を有効活用し
て自主財源を確保するとともに、
地域経済の活性化に役立てるた
め、市ホームページにバナー広告
を掲載しています。また、市報き
よせ15日号４・５面下部に４枠の広
告枠を設けています。
　平成31年４月１日から平成32年３
月31日までの市ホームページバ
ナー広告枠と市報きよせ広告枠に

ホームページや市報に広告を掲載しませんか？

市 ホ ー ム ペ ー ジ バ ナ ー 広 告・
市報きよせの広告を募集します

ついて、下記の広告代理店を通じ
て掲載事業者を募集します。

【 広 告 代 理 店 】株 式 会 社 ホ ー
プ 申 電話・ファクスまたはメー
ルで株式会社ホープ
☎ 092-716-1404Ｆ
092-716-1467へ
 問秘書広報課広報広
聴係☎042-497-1808 詳細はこちら

　けん玉の指導などを通じて児童
との関わりを深め、地域の子ども
達の健全育成を図るための事業を
行う清瀬市青少年委員を募集しま
す。

【応募資格】児童の健全育成の推
進に意欲のある18歳以上の方。
定員12人【任期】4月1日～平成33
年3月31日【応募方法】応募の動機

を800字程度にまとめ、児童セン
ター窓口で配布する(市ホームペ
ージからもダウンロード可）「清
瀬市青少年委員応募用紙」に添え
て2月15日（必着）までに、直接持
参または郵送で提出 
申 問〒204-0012 中清戸3-235-5
児童センター　児童青少年係☎
042-495-7700へ

地域の子ども達の健全育成をお手伝い

清瀬市青少年委員を募集します

　市では、倒壊の恐れのあるブロ
ック塀等の撤去・補強または改修
にかかる費用の一部を助成しま
す。
対地震などの災害時に倒壊の恐れ
のある、道路に面する高さが１㍍

（擁壁の上にある塀については60
㌢）を超えるブロック塀など

【助成額】撤去・補強工事＝工事
費用の1/2（上限10万円）、改修工
事＝工事費用の1/2（上限20万円）
申問道 路 交 通 課 道 路 施 設 係 ☎
042-497-2095へ
※条件を満たしているかなど、あ
らかじめ道路交通課へご相談くだ
さい。

◆�お願い～ブロック塀の上に物を
置くときには

　ブロック塀の上に鉢やプランタ
ーなどの、落下による危険の原因
となる物を置く場合は、固定する
ようにしましょう。

ブロック塀等の撤去等費用を助成 雨水浸透ますの設置にご協力を

ブロック塀の上に鉢などを置くときは、
落下しないよう固定してください。

◆雨水の宅内浸透にご協力を
　イラストのように、住宅の屋
根などに降った雨水を敷地外へ
排水すると、集中豪雨や台風の
際に道路冠水や住宅浸水などの
要因となってしまいます。こう
いった状況を防ぐために、市で
は、「雨水浸透ます」の設置の
ご協力をお願いしています。
◆「雨水浸透ます」とは？
　屋根に降った雨水を雨どいを
通じて、地下に浸透させるため
の設備です。
◆�雨水浸透ます設置費用を助成

します
　市内に住宅を所有されてい
て、雨水浸透ますを設置されて

いない方を対象に、設置費用の
一部を助成します。詳しくは、
下記までお問い合わせくださ
い。
問下水道課施設計画係☎042-
497-2532

屋根に降った雨が道路に流れ出ると、冠
水などの要因になります。雨水浸透ます
の設置にご協力ください。

多摩・島しょスポーツ習慣定着促進事業


